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ふん尿の多量施用 による飼料作物の栽培
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小 山 正 雄

1ま え が き

近年までに乳牛飼養の多頭化を進めてきた農家には,自

然流下方式蓄舎を採用している例がかなり有り,中には,

定期的に投棄的な還元を余儀無くされている事例が散見さ

れる。また,最近とうもろこしの見直しがされつつありま

t。

このような背景を基に,自然流下式ふん尿の大量投入を

行い,ふん尿のみによる飼料作物の栽培可能性と土壊変化
についてとうもろこしを用いて検討中なので,ll●●52年度

の結果を報告する。

2 試 験 方 法

供試作物 :と うもろこし(ア プマイエロー )

試験地 :福島県畜産試験場内 標高 300■
火山灰土壌 年平均気温 113C(昭 52)

試験区の構成 :試験区は20ガ 1区制とし, 51年 4月～

lo月 の各月及び52年 3月 に各々5, 10,20,40t/10a
の自然流下式ふん尿を投入し, 計40,80, 160,320t/

注.生育は 4区の相対生育を示す。

2収  量
収穫時の拝長は235～ 246mで ぁり, 80t区が最も高か

つた。茎太は160tが最も太く,次いで320t区 ,40t・ 80t

の順であった。

ふん尿のみの施用で乾物重 16～ 20tの収量が得られ

た。このことは,ふん尿の投棄的土壌還元がなされていて

も利用価値が十分にあることを示唆している。

3 無機成分
収穫物の無機成分の内容は表4に示す通りである。

(11 多施用区程総窒意 以下「
T― N」 とする。 )及び
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10a区を設定した。

播種法 :52年 5月 10日  条播 (80m× 20m)
調査法 :各々黄熟期に至った時点で刈取調査を行つた。

3 結 果 及 び 考 察

1 生育状況
発芽定着 : 発芽期は多施用区ほど遅れ,発芽定着の状

況は播種 14日 目で,40t・ 80t区 が83%・ 84%,160t区 が80

%,320t区 が72%と なり多施用区ほど悪い傾向にあった。

栄養生長 : 表 1に示すように,初期時においては160
t及び 320t区が優り,中期以降は 80t及び 160t区 が優

った。 320t区は初期生育時に葉身部に黄変が認められ,

一種の多肥障害現象を示したが以後は1員調に生育した。

威熟期間 : 多施用区ほど短くなる傾向にあり,40t区 と
320t区 との差は,雄穂抽出期で最大 6日 ,糊熱期で 6日 ,

黄熟期で
'日
の差があった。叉,黄熟期までの日数は,40

t区が 117日 ,80t区は 112日 , 160t区 108日 , 320t区
109日 であつた。

CaO― Mgoが減少する傾向に,他のP30S及びK20は高

くなる傾向にあり, T― Nを除いて過去3ヶ年間に,テォ
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表 4 とうもろこしの無機成分含有率 (DM中%)

%を上回り,多施用区ほど含有割合が急激に高くなる傾向

にあった。

(4)'こ+MBDeに ついても多施用ほど高 く,362～ 53,
の範囲であった。

以上を考え合わせると,お、ん尿の多施用に伴って土壌中

のN及びK20量が絶対的に多くなるので, N03~N含有率

とともに身5a■lfgneも 高い粗飼料を生産することになる。

4 ■_tの化学的性質
播種前の土壌の化学的性質は表5に示す轟りであるが,

土壌の健全性 を示す指標 といわれる一般的な数値 pH

(KO■ )50～ 58,T― N02～05%,腐植 3～ 4%,乾
± 1007中の置換性塩基К20008～ 016ユC,Ca0 178～

3 56me,Mg0 0 25～ 062‐ 0・ ,有効態燐酸 2～ 10η に比

較してみると, pHは 160t区は若千低いが,T― Nは全区

で比較的高く置換性塩基にあっても全区で高い値を示 した

が,有効態燐酸は4080t区 で低い状況にあつた。

概して土壌の表層部で旦つ多施用区程含有量が高くなつ

ていることは,火山灰土壌という点を考慮しても,化学的

物理的改善にふん尿が大きく関与していると推測され得る

が今後も引き続き,その検討の要がある。

以上のように,ふん尿の多施用は種 の々問題点をはらんで

(525)

の後回復 し,刈取時にはほとんど影響がなかつた。

2 収穫時の緯長は235～ 246mであり,茎太は160t区 が

最も大きく,次いで320t,40・ 80t区 の順であつた。

3 倒伏については, 320t区 で若千程度, 他区は微で
あつた。

4 ふん尿施用のみで,DM16～ 20t/10aの 収量が得
られた。

5 多施用区 l■ どNO。一N含有率が高まつた。
6 多施用によりP201・ K20は高まる傾向にCaO・ M80

は減少する傾向にあった。

7 多施用区ほど土壌の化学的物理的改善が図られた。

シント及びイタリアンライグラスを供試した試験とはぼ同

様の傾向にあつた。

(2 しかしながらCao含有率は日本標華飼料成分表と比

較しても非常に低い含有率であつた。

o Nの 内容については,いずれの区も硝酸態窒素 (「 N。 3
-N」 とする。)は危険水準といわれている乾物中含有率02

表 5 土壌の化学性 (乾± 100′ 当り)

いるが,絶対的なふん尿量の処理を図らねばならない事例

や絶対的に粗飼料の不足している事例にあっては,多施用

も一面ではゃむをえないことであると思われるし,又,ふ

ん尿の土壌遠元は高価な処理施設を必要としないという農

家経済上プラスの面を有しているので,ふん尿を還元する

土地のローテイションや草種の選定・作付体系・刈取ステ

ージ・乾草・サインージ処理・単一給与を避けるなどの配

慮をすることなどと合せて,多施用しても家畜の生理上害
のない利用法の確立が必要であろう。

4要    約

1 初期生育時に320tのみ葉部に障害がみられたが,そ

項 目

区 分

PH Ｎ
の 鰤∽

C/N
塩基置換
容  量

".0./1000

置 換性 塩 基 (“ /100′ ) 塩 基
飽和度
∽

有効燐酸

●夕/100′ )H20 KCユ K20 McO Na2 0

40t O-10
10-20
20～

5 70

5 75

605

5 20

5 50

5 30

0 66

0 54

042

11 14

990

'07

9 82

10 63

12 52

30 ,3

27 41

20 73

1418
13 67

863

025
030
0 26

73 33

75 45

64 83

80t O^‐ 10

10-20
525
565
5 40

5 00

5 40

5 00

0 75

0 60

0 42

1166
10 35

843

9 03

10 02

11 64

32 20

27 40

19 14

２

■

■

7112
75 55

40 23

1 35

041
037

160t O-10
10^シ 20

20^ウ

1442

11 69

9 99

9 00

9 42

921

3684
27 00

28 ,9

1319

7 04

793

1216
603
5 50

84 42

61 48

58 09

320t O^シ 10

10^シ 20

20-

660
585
5,5

5 ,0

520
5 45

1404

1154
808

8 76

1117

9 77

4295

30 22

22 18

1117

6 05

395

19 72

950
689

2 59

1 5'

101

B509
9073
77 64

2257

0,3
0 37


